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1965年から始まった地震予知計画に基づいて，国立大学９大学（北海道大学，弘前大学，東北大学，東京大学，名古
屋大学，京都大学，高知大学，九州大学，鹿児島大学）の微小地震観測網が順次整備され，日本列島およびその周辺域
に発生した微小地震活動に関するデータが蓄積されてきた．この度，東京大学地震研究所の地震予知研究協議会と文部
科学省地震調査研究推進本部との共同作業により，国立大学微小地震観測網により得られた震源データと験測データを
とりまとめ，広く利用に供することのできるデータベースを構築するための委員会が組織され，データのとりまとめ作
業を行ってきた．本データベースでは，主としてテレメター観測が開始された 1975年から，日本列島全域での１元化震
源が精度良く決定されるようになった 2000年までの期間の大学観測網データを収録することとした．しかし，収録期間
は観測網毎にそれぞれ異なっている．
隣接観測網の間で実施された地震波形交換により，ひとつの観測点のデータが複数の観測網で験測されて，それぞれの

観測網で震源決定に用いられている場合があるため，震源データの重複のみならず，験測データの重複も多く見られる．
現在のデータベースに収録されている地震数は，各観測網で決定されている地震数の総数で約 1,556,000個，験測データ
は約 16,770,000個である．
各観測網の境界領域で発生した地震については，隣接観測網の験測データを併合して震源再計算をすることにより，震

源決定精度が向上することが期待できる．そこで，今回はできるだけ多くの地震について，できるだけ多くの験測デー
タを用いて震源計算を行うことを目指した．
先ず，各観測網の験測データを併合して重複している観測点を調べた結果，収録した観測点 3,495点のうち 1,550点分

が重複している観測点であることが判明した．ここでは，重複観測点を排除した験測データを基にした併合データを用
いて，震源再決定を試みた．その際，大きめの地震については，気象庁地震月報の験測データも併合して震源計算を行
うこととした．
日本列島全域を単一の地震波速度モデルにより震源決定を行うことには問題があるが，1998年の一年間の約 122,400

個の地震のうち，験測データが 10個以上のもの約 74,000個について震源再決定を試みた結果，約 70％の地震の震源を
求めることができた．地震波速度モデルのさらなる検討などの問題点を解明しながら，併合験測データによる震源計算
を行い，決定精度のより高い震源情報を組み込んだデータベースを構築中である．


